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東日本大震災から 6 年が経った 2017 年 3 月 11 日（土）、福島県内在住の小中学生を対象に日帰りス
キープログラムを実施しました。福島県北塩原の「星野リゾート猫魔スキー場」で、36 人の子どもたち
がスキーを楽しみました。このスキープログラムは 2015 年、放射能の影響で外遊びに不安をかかえる
福島の⽅々から、「県内でもいいから子どもを思いっきり外で遊ばせたい」との切なる声が寄せられたこ
とを機に始められたものです。 
 
■実施要項 

日  程： ２０１７年３月１１日（土） 日帰り 
 集合解散： ＪＲ郡山駅前（福島県） 8：２0 集合 18：00 解散 

会  場： 星野リゾート  猫魔スキー場 
対  象： 小学１年〜中学３年生 
人 数： ３６名 
交 通： 往復貸し切りバス 
参加者自己負担額： ３，０００円（スキー指導料・昼食代・リフト代・往復バス代等含む） 
参加者居住地域： 郡山市、福島市、本宮市、玉川村、泉崎村、須賀川市 

  
キャンプディレクター 村上 祐介（ぐんまＹＭＣＡ） 

 プログラムディレクター 山川 萌子（ぐんまＹＭＣＡ） 
 ボランティアリーダー 浅香真紀、石野萌子、五⼗子侑甫、窪⽥莉那、栗原大輔 

五賀明日香、前場美穂、本多みず穂、松本紗季、山⽥雄介 
 
■主管（実施団体） 

公益財団法人ぐんまＹＭＣＡ 
〒371-0033 群⾺県前橋市国領町 1-4-1  TEL:027-234-2299  FAX:027-234-7752 
E-mail: info@gunmaymca.org ホームページ：http://gunmaymca.org/ 
 

■実施スケジュール 
 ２０１７年３月１１日（土） 

午前 

８：２０ 郡山駅集合 
８：３０ バス出発 

１０：３０ 到着・レンタル板合わせ 
      レッスン① 
１２：００ 昼食・休憩 

午後 

１：００  レッスン② 
３：１５  ゲレンデアップ・閉校式 
４：００  猫魔スキー場 出発 
６：００  郡山駅到着 
      リーダーから報告・解散 



■ディレクター所感

 
東日本大震災による福島第一原発事故によって、屋外での活動が制限されている子どもたちを対象に、
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豊かな自然環境に囲まれた福島の子どもたちにとって、スキーは冬のスポーツとしてごく一般的なも
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■写真アルバム 
 

8：20 郡山駅に集合しました 
 

 
10：30 頃 猫魔スキー場に到着！ 

 

 
さっそくレッスンスタート！ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
常連の子どもたちが受付を手伝ってくれました 

 

 
まずは準備体操から！ 

 

 
はじめてスキーをするグループ 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
経験者グループ 

 

 
経験者はさらに上達できました 

 

 
スキーグループフォト② 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
はじめてでも丁寧に指導します 

 

 
スキーグループフォト① 

 

 
スキーグループフォト③ 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
スキーグループフォト④ 

 

 
お昼ごはんも大満足！ 

 

 
閉校式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
カレーおいしい！！ 

 

 
午後もがんばるぞ！ 

 

 
解散時には一日の様子を報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

猫魔スキー場山頂から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


